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            【 本 号 の 内 容 】 

 

【技術普及課からのお知らせ】 

☆１月 31 日（水）「国内肥料資源の利用拡大に向けたマッチングフォーラム in

東北（入場無料）」が開催されます！ 

【施策情報】 

☆働きやすい就労環境づくりに取り組む産地を応援します（「労働力確保体制強

化事業」の紹介） 

☆〈１月下旬予定 公募のご案内〉スマート農業実証プロジェクトの支援チーム

がスマート技術の導入を支援します 

☆〈みどり戦略技術紹介〉ＡＩ等を活用した土壌病害発病ポテンシャル診断アプ

リ 

 

╋╋・‥… 技術普及課からのお知らせ …‥・╋╋ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆１月 31 日（水）「国内肥料資源の利用拡大に向けたマッチングフォーラム in

東北（入場無料）」が開催されます！ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

この度、畜産堆肥や下水汚泥等の国内肥料資源の利用拡大に向け、肥料の原料

供給事業者・肥料メーカー・肥料利用者等関係者間の連携推進を目的としたマッ

チングフォーラムが宮城県で開催されます。来場を希望される方は、以下公式ホ

ームページより事前登録をお願いします（当日参加も可）。 

普及指導員の皆様におかれましては、ご参加及び関係者への周知をよろしく

お願いします。 

日時：令和６年１月 31日（水）13～17時(開場 12時 30分予定) 

場所：みやぎ産業交流センター（夢メッセみやぎ）本館展示棟展示ホール C 

内容：基調講演や事例紹介、40社以上のパネル展示、相談窓口等 

 

▼詳細（事前登録）はこちら 

○マッチングフォーラム公式ＨＰ（参加申込締切：１月 30日（火）15時） 

https://www.kokunai-hiryo.com/ 

 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
https://www.kokunai-hiryo.com/


 

※お問い合わせ先  

 （株）リベルタス・コンサルティング（０３－６２６２―１４９３） 

 農林水産省 農産局 技術普及課（担当：島）（０３―６７４４－２１８２） 

 

╋╋・‥… 施策情報 …‥・╋╋ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆働きやすい就労環境づくりに取り組む産地を応援します（「労働力確保体制強

化事業」の紹介） 

【経営局就農・女性課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

魅力ある労働環境づくりに取り組む地域協議会への支援を新しく始めます。 

本事業では、労働力確保に取り組もうとしている地域が、「働きやすい環境づ

くり計画」を策定し、計画に基づき実施する就労条件改善および労働力確保等の

取組を支援します。 

【支援額】１協議会あたり 2,000万円上限 

※就労条件改善に取り組む農業経営体数×100万円で算出 

【公募時期】令和６年２～３月頃を予定 

 

普及指導員の皆様におかれましては、農業者の皆様への周知にご協力をお願

いします。 

 

▼詳細はこちら（農林水産省 HP） 

https://www.maff.go.jp/j/keiei/nougyou_jinzaiikusei_kakuho/hatarakik

ata.html 

 

※お問い合わせ先  

 農林水産省 経営局 就農・女性課（雇用グループ） 

（０３－６７４４－２１６２） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆〈１月下旬予定 公募のご案内〉スマート農業実証プロジェクトの支援チーム

がスマート技術の導入を支援します 

【農林水産技術会議事務局研究推進課】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

「スマート農業技術活用産地支援事業」を１月下旬から公募予定です。 

この事業では、「スマート農業実証プロジェクト」でスマート農業技術導入の

ノウハウを培った支援チームが、スマート農業技術導入を希望する産地に対し

て実地指導を行う取組を支援します。 

『支援チームと産地とのコンソーシアム結成』が応募要件の一つですが、マッ

チングの円滑化のため、公募開始と同時に「本事業の参画に意欲のある支援チー

ムのリスト」を公開します。事業の活用を検討する産地の皆様はリストを確認い

ただき、マッチング希望の支援チームに直接ご連絡ください。 

普及指導員の皆様におかれましては、本事業の活用をご検討いただくととも

に、産地への周知等ご協力をお願いします。 

 

▼詳細はこちら 

 



 

〇スマート農業技術活用産地支援事業の概要 

https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/katsuyo-sanchi-shien/index.html 

〇支援チームリスト（公募開始後にアクセス可能になります） 

https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/katsuyo-sanchi-shien/koboyotei-

sumasapo-member.html 

〇公募概要（公募開始後に下記ＨＰの「新着情報」に掲示されます） 

https://www.naro.go.jp/smart-nogyo/index.html 

【参考】令和５年度スマート農業技術活用産地支援事業の公募について 

https://www.naro.go.jp/project/research_activities/laboratory/naro/157

540.html 

 

※お問い合わせ先  

農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課 

（担当：福島、清水、稲田）（０３－３５０２－７４３８） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆〈みどり戦略技術紹介〉ＡＩ等を活用した土壌病害発病ポテンシャル診断アプ

リ 

【大臣官房 政策課 技術政策室】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

本技術紹介では、みどりの食料システム戦略に貢献する技術を、「みどりの食

料システム戦略」技術カタログから毎月一回ご紹介します。  

今回ご紹介するのは、土壌分析結果や栽培状況（栽培歴や前作及び周辺圃場の

発病程度等）をもとに土壌病害の発生しやすさをＡＩで診断し、対策手段を提示

するアプリ「ＨｅＳｏ＋：ヘソプラス」です。本アプリの活用により、診断結果

に基づく適切な土壌消毒剤の利用が促進され、生産者の収益向上と土壌消毒剤

の使用量低減が期待されます。 

※本アプリの診断結果を参考に、指導者と生産者が協議して対策の意思決定を

行う必要があります。 

本アプリの詳しい情報については、みどり技術カタログをご覧ください。 

普及指導員の皆様におかれましては、本技術をはじめ、カタログに掲載されて

いる技術の活用をご検討いただき、生産現場で広く活用されるようご指導及び

ご協力をお願いします。 

▼詳細はこちら 

「みどりの食料システム戦略」技術カタログ(分割版：露地野菜)Ｐ.３ 

ＡＩ等を活用した土壌病害発病ポテンシャルの診断技術の開発 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/midori_catalog_v

ege.pdf#page=3 

「みどりの食料システム戦略」技術カタログ 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html 

 

※お問い合わせ先  

 農林水産省 大臣官房 政策課 技術政策室（担当：小花和、田中） 

（０３－６７４４－０４０８） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

編集後記 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

はじめに、今回の地震でお亡くなりになられた方々にお悔やみ申し上げます

とともに、被害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。また、被災地域

で勤務などされている皆様におかれては、まだまだ寒く、大変な中の業務、体調

を崩されないように願っています。 

お屠蘇（とそ）気分でいた元日に突然飛び込んできた能登地震のニュース。加

えて翌日の羽田の事故。衝撃を受けて、浮かれ気分は一気に吹き飛んだ。現地で

は余震が続いており、被災者は勿論、救助、支援等に携わる方々の安全確保も心

配な状況が続く。地域にもよるが、断水や停電が続く中で、炊き出しで、温かい

食事の提供も始まったというニュースを聞くと少しだけ安堵する。 

食事は明日の活力。食料は命の源。災害の時には、否が応でもそれを強く意識

させられる。折しも、今年は、食料安全保障の抜本的強化等を目指す食料・農業・

農村基本法の改正も控えている。今年は農業関係者にとって重要な年になるだ

ろう。そのような年であることを認識し、我々も心して進んでいきたいと思う。 

今年が皆様にとってより良き年になりますよう心から祈念申し上げます。 

◎編集担当Ｔ◎ 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

※メルマガの配信登録はこちら 

  https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

※バックナンバーはこちら 

  https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_mailmag/index.html 

※ＰＤＦ形式のファイルの閲覧について 

  メールマガジンに記載したＵＲＬで、一部ＰＤＦ形式のものがあります。 

  ＰＤＦファイルをご覧いただくためには農林水産省ホームページ 

  ⇒ https://www.maff.go.jp/j/use/link.html 

  「３ ＰＤＦファイルについて」をご覧になり、「Get Adobe Reader」 

  のボタンで Adobe Readerをダウンロードしてください。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/hukyu/h_mailmag/index.html
https://www.maff.go.jp/j/use/link.html

